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昭
和
五
十
八
年
度
の
訓
練
生
を

募
集
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
、

定
員
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
追

募
集
を
行
い
ま
す
。

★
募
集
科
お
よ
び
人
員

…
懲
攣
干
名

★
受
付
お
よ
び
選
考
期
日

　
随
時

★
受
付
場
所

　
当
校
ま
た
は
最
寄
り
の
公
共
職

業
安
定
所

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
高
等
職
業

訓
練
校
（
8
0
二
五
七
五
ー
七
－

一
一
〇
五
）
。

加
臥
遷
ま
遷
駅
議

　
万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
て
、

一
日
一
円
の
新
潟
県
交
通
災
害
共

済
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

　
昭
和
五
十
七
年
中
に
支
払
わ
れ

た
見
舞
金
は
、
八
件
で
三
十
四
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
五
千
人
を
超
す
人
た
ち

か
ら
加
入
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
三
月
三
十
一
日
で
保
険

期
間
が
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、

五
十
八
年
度
の
加
入
申
込
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
先
般
、
村
政
事
務
嘱
託
員
さ
ん

を
通
じ
て
、
会
費
払
込
書
を
配
布

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
家
族
そ

ろ
っ
て
の
ご
加
入
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

★
掛
金
　
　
一
人
年
間
三
百
五
十
円

個
陰
勲
の

　
　
　
索
込
協
の
お
短
悶
づ
ぜ

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が

住
む
た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
方

に
対
し
て
個
人
住
宅
資
金
の
申
込

み
受
付
を
次
の
要
領
で
行
っ
て
い

ま
す
。

◎
受
付
期
間

　
一
月
二
十
六
日
（
水
）
か
ら
二

　
月
二
十
五
日
（
金
）
ま
で
。

◎
選
定
方
法

　
選
考
（
無
抽
選
）
に
よ
り
行
い

　
ま
す
。

◎
申
込
み
場
所

　
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店

◎
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
住

　
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
所
（
8

　
0
二
七
二
⊥
三
一
⊥
ハ
六
五
五
）

　
ま
た
は
、
お
近
く
の
公
庫
業
務

　
取
扱
金
融
機
関
で
ご
相
談
く
だ

　
さ
い
。
　
（
村
内
は
農
協
が
扱
っ

　
て
い
ま
す
）

N
姻
K
業
園
の
通
信
教
育
を

　
N
H
K
学
園
で
は
、
通
信
教
育

の
生
徒
・
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

O
高
等
学
校
　
普
通
科
コ
ー
ス

　
N
H
K
の
放
送
を
利
用
し
て
、

働
き
な
が
ら
高
校
卒
業
の
資
格
を

と
り
た
い
方
に

入
学
資
格
　
中
学
校
卒
業
・
卒
業

　
　
　
　
　
見
込
み
又
は
同
等
以

　
　
　
　
　
上
の
学
力
の
あ
る
方

受
付
期
間
　
三
月
一
日
～
四
月
十

　
　
　
　
　
五
日

O
高
等
学
校
　
教
養
コ
ー
ス

　
高
等
学
校
レ
ベ
、
ル
の
知
識
と
教

養
を
身
に
つ
け
た
い
方
に

受
講
資
格
　
十
五
歳
以
上
の
方
な

　
　
　
　
　
ら
ど
な
た
で
も

受
付
期
間
　
三
月
一
日
～
四
月
三

　
　
　
　
　
十
日

O
社
会
通
信
講
座
（
書
道
・
簿
記

な
ど
十
二
講
座
三
十
六
コ
ー
ス
）

　
余
暇
を
利
用
し
て
、
趣
味
と
教

養
を
身
に
つ
け
た
い
方
に

受
講
資
格
　
ど
な
た
で
も

受
付
期
間
　
二
月
一
日
～
四
月
二

　
　
　
　
　
十
日

◎
詳
し
い
案
内
書
を
．
こ
希
望
の
方

は
、
お
近
く
の
N
H
K
ま
た
は
、

左
記
ま
で
、
ハ
ガ
キ
に
高
等
学
校

（
普
通
科
コ
ー
ス
〉
・
高
等
学
校

（
教
養
コ
ー
ス
）
・
社
会
通
信
講

座
別
を
記
入
の
う
え
、
ご
請
求
く

だ
さ
い
。
（
案
内
書
・
送
料
は
無
料
）

〒
一
八
六
　
東
京
都
国
立
市
富
士

見
台
二
ー
三
六
N
H
K
学
園
市
町

村
係
8
（
〇
四
二
五
－
七
二
ー
三

一
五
一
）

電
報
電
話
局
が
ぢ
お
知
ら
せ

◎
料
金
先
方
払
い
で
市
外
通
話
が

で
き
ま
す
。

　
旅
行
や
会
社
の
出
張
な
ど
で
、

旅
先
か
ら
自
宅
や
会
社
に
電
話
を

か
け
た
い
。
学
生
が
親
元
へ
電
話

脅
蕊

さ
”
，

。
！　

　
ヲ

、刀
／
、

1　グ｝／

　　　　　　わ
　　　．　．　　　　　　つ

　緊
轟糞毅渥

！ノ
キ
4
ー

杉
ぐ
叶
ぞ
，
．

　
　
　
　
　
　
・
》
り

　
　
　
　
ぐ
傷

　
　
　
　
ノ
　
　
ノ

’ユ
で〃 〃

・
を
か
け
た
い
。

　
こ
ん
な
と
き
、
料
金
着
信
払
通

話
（
コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル
）
を
ご
利

用
に
な
る
と
便
利
で
す
。

◎
利
用
方
法

①
一
〇
六
番
ヘ
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く

　
だ
さ
い
。

②
交
換
取
扱
者
が
で
ま
し
た
ら
、

　
“
コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル
”
と
告
げ

　
て
あ
な
た
の
電
話
番
号
、
お
名

　
前
、
通
話
先
の
電
話
番
号
を
告

　
げ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
衆

　
電
話
発
信
の
場
合
は
そ
の
旨
を

　
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

③
交
換
取
扱
者
や
通
話
先
の
料
金

　
支
払
い
の
諾
否
を
う
か
が
い
、

　
承
諾
が
得
ら
れ
た
と
き
に
接
続

　
い
た
し
ま
す
。

④
料
金

　
通
話
料
の
ほ
か
に
取
扱
手
数
料

　
九
十
円
を
加
え
て
通
話
先
へ
請

　
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル
は
全
国
ど
こ

の
電
話
局
で
も
取
扱
っ
て
い
ま
す

の
で
お
気
軽
に
．
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
十
日
町
電
報
電
話
局

（
〇
二
五
七
五
－
二
－
二
六
〇
〇
）

　
　
　
　
　
町
あ
　
　
刃

　
　
　
　
　
礁
　
備

　
　
　
　
　
融
　
諏

　
　
　
　
　
惣
　
鰍

　
　
　
　
　
韓
嚇
　
襯

　
　
　
　
　
舗
驚

　
　
　
　
　
　
　
　
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
生

＊
産
　
声
＊

　
梓
　
　
（
鈴
木

倫
　
大
（
吉
楽

健
太
郎
（
斎
喜

美
　
幸
（
村
山

涼
　
二
（
富
井

哲
　
次
（
山
本

佳
代
子
（
山
田

＊
酵
杜
原

｛
難
鞭

＊
昇
　
天
＊

大
島
　
清
一

高
橋
　
盛
重

樋
口
常
太
郎

南
雲
初
太
郎

高
橋
　
ト
リ

福
原
　
ハ
マ

犠和
雄
）
倉
　
俣

　
浩
）
上
　
山

雅
基
）
倉
　
俣

博
幸
）
田
　
沢

政
雄
）
市
之
越

恭
義
）
小
　
出

　
学
）
山
　
崎

　
茂
）
通
り
山

82　83　75　88　80　84

田倉

代俣
田芋程白上倉
　　　羽
中川島毛山俣

編
集
後
記

あ
“
・

な
ん
ゼ
　
◎

ぢ
・
隻
，
　
ノ

危険物取扱者講習会の
　　　　　お知らせ

　昭和57年度第2回目の危険物取
扱者講習会が実施されます。

1．日時、場所

　3月3日　長岡自治会館外5会
　場、各会場とも午前9時受付開

　
役
場
で
は
、
い
ま
昭
和
五
十
八

年
度
の
予
算
編
成
作
業
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
国
を
上
げ
て
の
行
財
政

改
革
に
よ
り
地
方
交
付
税
の
引
き

締
め
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
財
政
難
の
中
で
、
明
る
い
村

づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
に
は
、

村
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

中
里
村
の
将
来
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
上
越
新
幹
線
、
関
越
自
動
車
道

な
ど
の
高
速
交
通
時
代
に
対
応
す

る
た
め
に
、
他
に
な
い
中
里
村
の

よ
さ
を
生
か
し
た
村
づ
く
り
を
み

ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

識榔

毎月10日発行　定価10円調

贈曽

殊
闇
．

、

《No．319》

守
♂

グを夢みで
『村民スキー教室」

報
㌔

美窒乙ひ3ン4プ

ら、

ノ

〆
　
　
　
》
：
姦

　
、
〆
　
臓

　
　
驚
　
　
＞

　
　
よ

　
　
◎
二

　
　
。
ケ騨

，
◎

　
　
　
働
～
　
妻

りご

／競黛、櫛妻

ん省

〃、
＼
／

4“鞠
粥

『

　〆・

　ゑ

支、

私たちの村の
　（）内は前月比
■人　口7，113（十4）
　　男　　3，535（十2）

　　女3，578（＋2）
■世帯数1，656（一1）

喝

㍉
警
－
嚢
き
嘉
議
議
轟
き

　　　《主　な　内．容》

2～3ぺ一ジ…豪雪の中で生きる
　　4ぺ一ジ…転作にご協力を
　　5ぺ一ジ…農業生産総合振興計画策
　　　　　　定、老人保健法スタート
　　　　　　村、県民税の申告
　　6ぺ一ジ…行事予定表、鳥追いまつ
　　　　　　　り、青審を燃やせ
　　7ぺ一ジ…体験を語る
　　　　　　新婚さんいらっしゃい
　　　　　　　R353、広域観光駐車場
　　8ページ…お知らせ

■編集発行／中里村役場総務課　〒949←84新潟県中魚沼郡中里村大字田沢己2133番地　TELO25763－2511



iミ

と◎’マ広報噸
Nα319　58．2．10

謙

　　撫儀

』欝1
、
、
　
題

晒

榊

戴
廓

舞
・
　
　
霧
魯
露
・

騨畷　灘濁
　　ごヤな

　　　　　　　㌔甑

豪
蟻
び
嘔
煮

》扁ヨ除く

生
活
を
守
る

、
　
　
蔑

ものすごい力で雪を沢におとす朝4時除雪が開始される
　
私
た
ち
の
住
む
中
里
村
も
、
年
ご
と
に
除
雪
体
制
が
整
備

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
大
型
除
雪
機
械
の
な
か
っ
た
昭
和
三
十

年
代
ま
で
は
、
冬
に
な
る
と
駅
通
り
の
坂
も
、
国
道
一
一
七
号

線
の
中
心
街
も
屋
根
か
ら
お
ろ
さ
れ
た
雪
が
高
く
積
ま
れ
、

馬
の
背
中
の
よ
う
な
道
で
し
た
。
山
問
地
で
急
病
人
が
出
た

と
き
は
、
集
落
の
若
衆
が
総
出
で
ソ
リ
に
乗
せ
て
、
病
院
ま

で
つ
れ
て
き
た
と
い
い
ま
す
。
除
雪
体
制
の
進
ん
だ
現
在
で

は
、
こ
う
し
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
今

で
も
豪
雪
か
ら
私
た
ち
の
生
活
を
守
る
た
め
に
活
躍
さ
れ
て

い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
う
し
た
人
た
ち
の
姿

を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
▲
除
雪
機
械
運
転
手
▼

　
一
晩
に
五
十
セ
ン
チ
も
一
メ
ー
ト
ル
も
降

り
積
る
雪
か
ら
村
道
を
確
保
ず
る
た
め
に
四

十
四
人
の
除
雪
運
転
手
が
絶
え
ず
出
動
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。
こ
の
人
た
ち
は
、
岳
朝

三
時
半
こ
ろ
起
床
し
、
昨
夜
か
ら
の
積
雪
が

十
五
セ
ン
チ
を
超
え
る
と
一
斉
に
除
雪
機
械

侍
機
場
所
に
行
き
ま
す
。
冷
た
い
雪
を
払
い

始
動
点
検
後
、
除
雪
を
開
始
し
ま
す
。

　
　
▲
冬
、
期
集
落
保
安
要
員
▼

　
村
内
の
最
も
雪
深
い
五
地
区
に
置
か
れ
て

い
る
保
安
要
員
は
、
集
落
の
孤
立
化
の
解
消

を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
安
要
員
の
仕
事
は
、
主

に
道
路
の
整
備
（
道
踏
み
、
雪
び
落
し
、
枝

払
い
）
を
行
う
他
、
雪
崩
危
険
箇
所
の
見
張

り
や
除
圧
雪
車
の
誘
動
、
救
急
患
者
の
輸
送

な
ど
で
す
。

　
　
　
▲
救
急
協
力
員
▼

　
冬
場
に
な
る
と
村
内
の
五
地
区
に
救
急
協

力
の
家
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
そ
の
家
に
は
、

カ
ゼ
薬
、
鎮
痛
剤
、
歯
痛
、
胃
腸
薬
な
ど
の

薬
を
置
き
集
落
内
の
健
康
管
理
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
協
力
員
は
、
保
健
婦

や
衛
生
兵
な
ど
の
経
験
者
で
、
軽
い
捻
挫
な

く1僻地救急協力員〉

痛むかあ一すぐ治してやるぞガラスをふんだんか一ヨシすぐ手当してやるぞ

く冬期集落保安要員〉

万一のときのためにここをあけておかなくては

ここにゴミがひっかかってあげらんが

やっけなんだて一一〉集配人

慌府
L

ど
の
ケ
ガ
の
応
急
手
当
も
し
て
く
れ
集
落
内

の
人
た
ち
に
妻
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
▲
郵
便
物
集
配
人
▼

　
村
内
を
集
配
す
る
郵
便
局
関
係
で
五
人
の

民
間
人
が
郵
便
物
の
集
配
業
務
を
請
負
っ
て

い
ま
す
。

　
雪
の
た
く
さ
ん
降
っ
た
日
な
ど
は
、
腰
ま

で
あ
る
雪
を
こ
ざ
き
な
が
ら
郵
便
物
を
集
配

し
ま
す
。
雪
崩
な
ど
の
発
生
し
や
す
い
山
間

地
で
の
郵
便
物
の
集
配
は
、
ま
さ
に
命
が
け

と
い
え
ま
す
。

ソリで急病人を運ん

だことも昔のこと

　田代
滝沢栄春さん

　隣村の下山部落へ行くにもカンジキを

履いて出掛け、田沢まで行ってくるにも

汗を洛、きふき一日仕事だった。そんな中

で急病人を運ぴ出すには、4～5人でソ

リに茶箱をつけて病院に行った事もあっ

た。医者を迎えに行くにも2～3人でソリ

を引いて行った。いま考えてみると遠い

昔の夢の様に感じる。その後、日増しに文

化も社会も進み、スノーボートが役場か

ら設置となり、’盲腸炎患者を乗せて運ぴ

出したことも思い出の一つである。

　今はどんな病人がでても車で病院へ行け

るようにな『）、私のみならず地区の人たち

も安心と共に心から幸せを感じています。

郵便物く

配達を終えて家に帰るとホッとするね

冒から
　　集落を守る

　新里
島田米藏さん

虚
漁
講
　
謬
鐸

　昨年の台風10号のとき吹き飛ばされて

きた窓ガラスで左目を失明してしまい、

出稼ぎに出られないため冬期保安要員を

やらせてもらっています。新里は、平場

地区に比べると雪の量も、吹雪の日も多

いところです。保安要貝の主な仕事は、

除雪車の誘動、消防小屋の除雪、集落内

の防火水槽に注ぐ水路の確保、郵便物の

配達、豪雪時の中学生の寄宿舎への送り

迎えなどです。吹雪の日の郵便物の配達

は一寸先も見えなくなり、出稼ぎの方が

いいなあ一と思うこともありますが新里

集落のために少しでも役に立ちたいとが

んばっています。

義

『ごくろうさま』道を踏んでもら

ってよかった

「ご苦労様』の声に

励まされて

　　東田尻
鐙野寅治さん

　昭和51年1月におやじが倒れて以来引

継いで郵便物集配人をやっています。昨年

清津峡トンネルが開通するまでは、常に雪

崩の危険につきまとわれていました。雪崩

が起き斜面のようになった所をカンジキ

を履いて恐る恐る越えたり、腰まである雪

を一歩一歩こざきながら歩くことも再々

でした。おやじは、旧トンネルの手前で雪

崩に会い足を骨折したこともありました。

清津峡ト≧ネルが開通したおかげで危険

が減りとても喜こんでいます。雪の降り積

る日は、私のために道を踏んでくれたり

「ご苦労さま」≧一声をかけてくれる人

たちに励まされてがんばっています。



卦貸

像
。
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転

備

　
こ
の
ほ
ど
、
昭
和
五
十
八
年
度
の
中
里
村
転
作
目
標
面
積
が
決

定
し
ま
し
た
。
村
全
体
の
目
標
面
積
は
、
一
〇
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

昨
年
よ
り
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
っ
て
い
ま
す
。
転
作
は
米
の
過
剰
傾

向
が
続
く
限
り
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で
あ
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん

が
ご
承
知
の
通
り
で
す
。
転
作
田
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
に
集

落
ぐ
る
み
の
話
し
合
い
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

集落別転作面積
　57年度配分と達成率

加工トマト生産でがんばる人

　
転
作
目
標

　
　
　
　
一
一
ロ
％
達
成

　
米
の
需
給
事
情
は
、
三
年
続
き

の
不
作
と
転
作
の
超
過
達
成
か
ら

昭
和
五
十
八
年
度
十
月
末
に
お
け

る
前
年
産
米
持
ち
越
し
量
が
計
画

を
大
幅
に
下
回
り
十
五
万
ト
ン
に

な
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
農
林
水
産
省
で
は
、
昭
和

五
十
八
年
度
の
転
作
目
標
面
積
を

六
十
七
万
七
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら

六
十
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
軽
減
し
ま

し
た
。

　
中
里
村
の
昭
和
五
十
七
年
度
転

作
目
標
達
成
率
は
、
目
標
面
積
百

十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
と
こ
ろ
実
施

面
積
が
百
二
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

一
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　主な作物別転作面積（、）

1．特定作物大　　　　豆3，175

　　　　飼料作物1，906
　　　　そば1，178
2．永年性作物　果樹その他　　　30

3．．一般作物レ　ン　コ　ン1，309

　　　　　ク　ワ　イ　803
　　　　　タ　バ　 コ　553

　　　　　ト　マ　 ト　489

　　　　花卉球根類　496
　　　　　スイートコーン　　350

　　　　大豆以外の豆類　　266

　　　　種　苗　類　265
　　　　　食用バレイショ　　243

　　　　　カボチャ　200
　　　　　ナ　　　 ス　156

（各讐単位l

l、　　　　バ』

鍵麟

米
の
消
費
と
生
産

米
の
一
人
当
り
年
間
消
費
量
は

集落名
57年度
配分面積

57年度
達成率

（定着分創
集落名

57年度
配分面積

57年度
達成率

（定着分含）

芋　　沢 　㎡22，035 108 東田尻 21，993 114

田沢本村 20，164 110 西田尻 2，060 146

東田沢 40，365 138 西　　方 7，600 181

，桂 17，149 114 角　　間 9，270 125

如来寺 108，686 102 葎　　沢 8，382 122

豊　　里 13，429 108 小　　出 34，146 104

上　　山 80，439 100 倉　　下 5，080 113

田　　中 17，853 60 土　　倉 15，631 111

小　　原 32，649・ 107・ 牧　　畑 8，581 106

干　　溝 42，224 104 新屋敷 16，485 118

荒　　屋 20，035 106 本屋敷 21，744 107

山　　崎 4，180 90 堀之内 34，961 119

通り山 28，790 108 宮　　中 19，433 105

芋川新田 27，711 95 倉俣本村 99，385 104

桔梗原 11，110 105 芋　　川 43，548 110

高道山 28，821 117 新　　里 8，892 128

朴木沢 39，150 103 原　　町 13，529 104

朴木沢新田 8，953 44 重　　地 41，350 150

市之越 51，900 108 下　　山 9，380 ｝21・

鷹　　羽 7，390 46 清田山 18，490

白羽毛 33，820 109 田　　代 26，276 117

程　　島 21，857 114

昭
和
三
十
七
年
の
百
十
八
・
三
欝
を

最
高
に
年
々
減
少
し
、
昭
和
五
十

五
年
に
は
七
十
八
・
九
殆
（
約
一
人

一
日
丁
四
合
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
反
面
、
十
ア
ー
ル
当
り
の

生
産
量
は
、
生
産
技
術
の
向
上
に

伴
い
昭
和
六
十
五
年
に
は
五
百
十

殖
（
約
八
・
五
俵
）
に
な
る
見
込
み

　
五
十
七
年
度
は
、
集
落
内
の
話

し
合
い
に
よ
る
計
画
転
作
が
二
十

集
落
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

ま
だ
個
人
個
人
で
転
作
を
実
施
し

て
い
る
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
農
家
の
人
た
ち
が
頼
り
に
し
て

い
る
転
作
奨
励
金
も
第
三
期
対
策

（
五
十
九
年
～
六
十
二
年
）
に
向

け
て
削
減
の
方
向
が
打
ち
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
態
に
対
処
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
転
作
田
の
有
効
利

用
を
図
り
、
収
益
に
結
ぴ
つ
け
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め

で
す
。
こ
の
結
果
、
昭
和
六
十
五

年
度
に
は
、
七
十
六
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
全
国
水
田
面
積
の
約
三
割
）

の
転
作
が
必
要
と
な
る
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
転
作
田
か
ら
収
益
を
上
げ
る
た

め
に
み
ん
な
の
知
恵
を
結
集
し
ま

し
よ
・
つ
。

に
集
落
内
の
話
し
合
い
を
進
め
、

転
作
田
を
一
定
の
所
へ
ま
と
め
大

面
積
に
転
作
作
物
を
栽
培
し
、
共

同
作
業
、
機
械
施
設
の
共
同
利
用

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
村
で
は
、
第
三
期
対
策
に
向
け

て
、
次
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て

い
ま
す
。

一
、
　
新
し
い
農
業
共
済
細
目
書
の

耕
作
面
積
で
転
作
面
積
（
畦
畔
を

除
く
）
を
配
分
し
ま
す
。

一
、
　
配
分
の
仕
方
は
集
落
配
分
と

し
ま
す
。
（
個
人
明
細
添
付
）

一
、
　
集
落
単
位
で
二
ー
三
の
転
作

計画加算の対象になるには

鳩

3卿

oいくつかの集落が集まって実施する方法もあります。

推
進
作
物
を
選
定
し
て
栽
培
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

一
、
　
他
集
落
の
農
業
者
に
転
作
面

積
を
移
動
す
る
場
合
は
、
集
落
間

の
合
意
が
成
立
し
た
面
積
だ
け
と

し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
農
政
課
ま
で
。

とマ◎’広報噸
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村
で
は
昨
年
末
、
昭
和
六
十
五

年
を
目
標
年
度
に
お
い
た
農
業
生

産
総
合
振
興
計
画
を
作
成
し
ま
し

た
。
こ
の
計
画
書
の
中
で
は
、
地

域
別
の
農
業
の
方
向
、
作
物
別
の

方
向
、
生
産
組
織
の
強
化
、
指
導

連
絡
体
制
の
整
備
、
機
械
施
設
の

導
入
な
ど
、
農
業
全
般
に
わ
た
っ

て
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
全
体
構
想
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
　
全
　
体
　
構
想

　
従
来
の
中
里
村
の
農
業
は
、
水

稲
を
中
心
と
し
、
清
津
川
右
岸
段

丘
地
に
花
卉
、
タ
バ
コ
等
が
栽
培

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
国

営
苗
場
山
麓
総
合
農
地
開
発
事
業

着
手
後
は
、
清
津
川
左
岸
地
区
に

野
菜
栽
培
が
増
え
、
水
稲
と
の
複

合
経
営
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
交
通
網
の
整
備
に
伴

い
首
都
圏
を
含
め
た
野
菜
等
の
供

給
地
帯
と
し
て
産
地
化
を
進
め
て

い
く
と
と
も
に
、
桔
梗
原
、
お
よ

び
山
間
地
の
土
地
基
盤
整
備
を
計

画
的
に
実
施
し
、
能
率
的
な
稲
作

体
型
を
確
立
し
ま
す
。
ま
た
、
農

地
の
流
動
化
を
進
め
な
が
ら
、
米

を
基
本
に
野
菜
、
花
卉
、
畜
産
等

を
柱
に
、
立
地
条
件
を
生
か
し
、

需
要
の
動
向
に
応
じ
た
収
益
性
の

高
い
農
業
の
実
現
を
図
る
と
し
て

い
ま
す
。

　
★
水
稲

　
良
質
米
の
生
産
基
地
と
し
て
、

今
後
も
生
産
性
の
高
い
稲
作
経
営

を
進
め
、
単
位
当
り
収
量
の
向
上

　
　
生
産
組
織
の
強
化
、
未
組
織

　
　
地
区
の
組
織
化
、
機
械
施
設

）
の
効
率
的
な
利
用
に
よ
る
省

原松
力
化
に
努
め
る
。

bQ
　
　
ま
た
、
水
田
利
用
再
編
対

け
策
が
継
続
実
施
さ
れ
る
こ
と

付え
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
転

植
作
の
定
着
化
を
進
め
、
大
豆
、

の
ツ
飼
料
作
物
、
野
菜
の
振
興
作

べ
　
物
に
よ
る
転
作
を
推
進
し
、

　
ヤキ

団
地
化
に
よ
り
、
収
量
、
品

　
　
質
の
向
上
を
図
る
。

　
　
　
★
野
粟

　
清
津
川
左
岸
段
丘
地
を
中
心
に

大
根
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
夏
秋
ト
マ
ト

等
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
が
、
小
松

原
の
開
発
が
進
む
な
か
で
高
冷
地

野
菜
の
市
場
性
が
有
望
で
あ
る
。

　
生
産
組
織
を
中
心
と
し
た
高
冷

地
、
準
高
冷
地
の
標
高
差
を
利
用

し
た
作
付
体
系
の
確
立
に
努
め
、

市
場
対
応
に
幅
を
も
た
せ
て
永
続

的
な
産
地
づ
く
り
を
進
め
る
。
こ

の
た
め
畜
産
農
家
と
の
連
携
等
に

よ
り
、
土
づ
く
り
に
努
め
、
連
作

．
障
害
防
止
対
策
、
作
柄
の
安
定
と

収
量
の
向
上
等
に
十
分
配
慮
し
な

が
ら
本
村
の
恵
ま
れ
た
地
理
的
条

件
を
生
か
し
た
将
来
方
向
を
検
討

す
る
。

　
★
畜
産

　
最
近
の
需
要
動
向
お
よ
ぴ
飼
料

価
格
の
高
騰
等
を
十
分
に
踏
ま
え

な
が
ら
粗
飼
料
自
給
率
の
向
上
、

飼
料
管
理
技
術
の
向
上
に
努
め
、

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
り
経
営

の
合
理
化
を
推
進
す
る
。

　
★
花
卉

　
ス
カ
シ
ユ
リ
、
ス
ズ
ラ
ン
、
朝

鮮
姫
ユ
リ
は
、
本
村
の
伝
統
的
作

物
で
あ
る
が
、
昨
今
の
情
勢
は
生

産
過
剰
傾
向
に
あ
る
の
で
、
地
理

的
条
件
を
活
用
し
、
付
加
価
値
の

高
い
商
品
を
つ
く
る
。

鷲矯羅繹
　今年も村・県民税の申告時期になりました。

申告期間は2月16日から3月15日までです。

早目に申告してください。◎申告をしなけれ

ばならない人は、今年1月1日現在中里村に

住所を有し、57年分の所得税の確定申告をし

ない人で、次のいずれかに該当する人。①農

業、商業、工業、サービス業など事業所得が

あった人。②給与以外に地代、配当、家賃な

ど給与以外の所得のあった人。③2カ所以上

から給与（年金、恩給を含む）を受けた人。

④所得税の源泉徴収を受けなかった内職者。

日雇者など。⑤57年分の年末調整で受けなか

った雑損。医療費控除を受けようとする人。

⑥57年中に中途退職した人。◎申告をしなく

てもよい人。①所得税の確定申告をした人。

②給与所得のみで、事務所、事業所から村へ

給与支払報告書が提出されている人。

◎申告用紙は追って各家庭にお届けします。

申告を必要とする人で申告書が届かない場合

は、各村政嘱託貝宅、税務課に用意してあり

ます。

◎申告相談日のご利用を……6ぺ一ジ行事予

定の申告相談日をご利用ください。

老
蕪
謁
繊
騨
ト
し
ま
し
た

　
先
月
号
で
老
人
保
健
制
度
の
、
で

き
た
背
景
と
主
旨
を
説
明
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
実
際
に
医
療
機
関

に
か
か
る
と
き
の
説
明
を
い
た
し

ま
す
。

　
医
療
を
受
け
る
と
き
は

　
　
　
　
健
康
手
帳
を

　
こ
れ
ま
で
の
受
診
の
仕
方
と
大

き
く
違
う
こ
と
は
、
一
部
負
担
金

を
支
払
う
こ
と
で
す
。
受
診
を
す

る
と
き
は
、
病
院
や
診
療
所
の
窓

謹留甑・

　　　．膨ンつ
　罎 〆　　／－’

　墜俸，／！

口
に
「
保
険
証
」
　
「
健
康
手
帳
」

「
老
人
医
療
費
受
給
者
証
」
の
三

つ
を
提
出
し
て
ぐ
だ
ざ
い
。

　
通
院
は
一
月
四
百
円

　
　
　
　
の
一
郁
負
担
金

　
外
来
（
通
院
）
の
場
合
は
、
そ

の
月
の
最
初
の
診
療
日
に
四
百
円

の
一
部
負
担
金
を
、
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
総
合
病
院
の
場
合
は
、

各
診
療
科
を
一
つ
の
医
療
機
関
と

み
な
し
ま
す
か
ら
、
原
則
と
し
て

各
診
療
科
ご
と
に
、
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

　
入
院
時
は
、
一
日
、
三
百
円
で

す
。
た
だ
し
同
じ
病
院
ま
た
は
診

療
所
に
継
続
し
て
ニ
ヵ
月
（
被
用

者
保
険
本
人
の
場
合
は
五
十
日
）

を
超
え
て
入
院
し
た
と
き
は
、
ニ

カ
月
を
超
え
る
期
間
に
つ
い
て
は
、

一
部
負
担
金
を
支
払
う
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
保
険
が
変
っ
た
と
き

　
　
　
　
な
ど
は
届
け
出
を

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の

留
意
点
は
以
上
の
と
お
り
で
す
。

し
か
し
、
手
続
き
を
怠
る
と
、
か

か
っ
た
費
用
の
全
部
が
自
己
負
担

に
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
七
十

歳
に
な
る
と
き
や
加
入
し
て
い
る

保
険
証
が
変
っ
た
と
き
、
転
居
し

た
と
き
な
ど
は
す
み
や
か
に
役
場

に
届
け
出
て
く
だ
一
さ
い
。

　
こ
の
老
人
保
健
制
度
は
七
十
歳

以
上
の
老
人
・
六
十
五
歳
以
上
で

七
十
歳
未
満
の
ね
た
き
り
障
害
老

人
（
身
障
者
手
帳
、
丁
二
．
三
級

と
四
級
の
一
部
、
国
民
年
金
一
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

二
級
の
認
定
者
）
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
七
十
歳
以
上
で
社
会
保

険
（
勤
務
先
の
保
険
）
の
被
保
険

者
本
人
の
医
療
費
も
、
老
人
保
健

制
度
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、

役
場
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
．
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11囲
建国記念日
休日救急医（千手診療所02576－8－2034）

13（日） 休日救急医（水沢診療所02575－8－2039）

15（帰

倉俣保育所入所説明会（倉俣生活改善セ
ンター9：30～）

貝野保育所入所脱明会（貝野多目的研修
センター13二30～）

17休）

家庭教育講座（小学校入学前の心がまえ
と家庭での幼児教育、総合センター13130～〉

清津峡保育所入所脱明会（小出生活改善
センター13：30～）

18㈹

母親学級（上村病院12：30～13：00）

心配こと相談日（老人福祉センター〉
妊婦検診（上村病院13：30～14：00）

家庭教育講座（親子で楽しいゲーム、倉俣

改善センター19：30～〉

20（日）

村民娯楽大会（百人一首、囲碁、将棋、

マージャン、総合センター9：00～）
休日救急医（至誠堂医院02575－2－3276）

出稼者現地懇談会（上野、法華クラブ）

21（月）
家庭教育講座（親子で楽しいゲーム、高
道山小学校19130～）

22（火）

高齢者講座（現代の若者気質について、
総合センター10：00～）

家庭教育講座（親子で楽しいゲーム、貝
野中学校19：30～）

肥満教室（中性脂肪とコレステロールの
検査、保健センター9：00～）

23㈱

村、県民税申告相談日（9：30～12：00、東田

尻集落開発センター）（13：30～16：00、小

出生活改善センター）
循前学級（保健センター19：00～）

24休）

村、県民税申告相談日（9：30～12：00、高道

山小学校）

（13：30～16：00、市之越集会所）

25働

行政・心配こと相談日（老人福祉センター）

確定申告納税相談日（9：30～16：00、中里

村役場）

家庭教育講座（子育ての中でのあたたか
い思いやレ）のある家庭づくり、総合セン

ター13：30～）

27（日） 休日救急医（池田医院02575－2－2581）

28（月）
確定申告納税相談日（9：30～16：00、中里

村役場）

2㈱

村民教養講座（家庭教育とお年寄りのか
かわり、貝野多目的研修センター14：00～
村、県民税申告相談日（9：30～12：00、重地

公民館）（13：30～16：00、倉俣生活改善セ

ンター）

婦人健康づくり（対象者：山崎、保健セン
ター）（対象者：桂、桂集落開発センター〉

3休）

村、県民税申告相談日（9：30～12：00、宮中

集落開発センター）（13：30～16：00、堀ノ

内集落開発センター）

4働

村、県民税申告相談日（9：30～16：00、中里

村役場）

産後検診（保健センター13：00～14：00）

心配ごと相談日（老人福祉センター）
花卉講演会（総合センター13：00～15：00）

5（土） 村民スキーポール教室（八箇スキー場）

6（日）
村民スキー大会（八箇スキー場）

休日救急医（上村病院2111）

7（月）

確定申貴相談日（9：30～16：00中里村役場）

家庭教育講座（外国の家庭教育の姿を知
る、総合センター13：30～）

8（火）

村、県民税申告相談日（9：30～12：00、田代

生活改善センター）（13：30～16：00、清田

山集会センター）

蝿人健康づくり（対象者：通り山婦人、通
り山公民館、新屋敷婦人、貝野㈲家庭科室）

9休）

村、県民税申告相談日（10：30～15：00、土

倉分校）

婚人健康づくり（対象者：芋川新田婦人
区長宅）（対象者：芋川婦人、芋川公民館〉

10休） 農集者年金、農地相麟日（役場農政課）

　
「
子
ど
も
た
ち
に
鳥
追
い
の
楽

し
さ
を
味
あ
わ
せ
て
や
り
た
い
一

と
、
干
溝
青
年
会
で
は
、
集
落
の

協
力
を
得
て
鳥
追
い
ま
つ
り
を
一

月
十
四
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
鳥
追
い
ま
つ
り
の
き
っ

か
け
は
、
今
年
で
九
回
目
を
迎
え

た
雪
上
運
動
会
が
マ
ン
ネ
リ
化
を

し
、
参
加
者
が
減
っ
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、
新
し
い
試
み
と
し
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
十
一
日
の
夜
か
ら
青
年
会
の
メ

ン
バ
ー
、
中
学
生
、
一
般
の
人
た

ち
で
、
直
径
約
十
ニ
メ
ー
ト
ル
の

雪
洞
（
雪
壁
）
と
直
径
五
メ
ー
ト

ル
の
特
大
の
カ
マ
ク
ラ
を
作
成
し

ま
し
た
。

　
十
四
日
の
夜
は
、
雪
も
や
み
絶

好
の
鳥
追
い
と
な
り
、
赤
々
と
燃

え
る
炎
の
回
り
に
約
百
三
十
人
の

人
た
ち
が
次
々
と
集
ま
り
ま
し
た
。

　
雪
洞
の
中
で
は
、
婦
人
会
に
よ

たいまつをもって大喜びの子どもたち

カラス踊りに興ずる

る
甘
酒
、
青
年
会
に
よ
る
モ
ツ
煮

が
サ
ー
ピ
ス
さ
れ
集
ま
っ
た
人
た

ち
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。
八
時
に

は
、
今
年
厄
年
を
迎
え
た
十
五
人

の
人
た
ち
の
厄
落
し
の
ミ
カ
ン
ま

き
が
行
わ
れ
、
大
人
も
子
ど
も
も

い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
拾
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
片
手

に
タ
イ
マ
ツ
を
も
ち
雪
洞
の
周
り

を
「
あ
の
鳥
り
ゃ
ど
っ
か
ら
追
っ

て
き
た
」
と
歌
い
な
が
ら
歩
き
回

り
、
大
人
は
、
赤
々
と
燃
え
る
炎

の
周
り
で
カ
ラ
ス
踊
り
に
興
じ
、

楽
し
い
鳥
追
い
の
一
夜
を
満
喫
し

ま
し
た
。

　　　　　　　　　　ぐ銭　　　　　　　欝　　　　　鍛壕論
　
今
回
は
上
村
病
院
の

検
査
室
に
勤
務
す
る
テ

ニ
ス
の
大
好
き
な
南
雲

恵
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。
テ
ニ
ス
を
は
じ
め
た
き
っ
か

け
は
「
昨
年
の
一
月
は
じ
め
て
ス

キ
ー
に
乗
っ
て

堀

ノ
内南

雲
恵
子
さ
ん

よ
。
で
も
身
体
を
動
か
し
汗
を
流

せ
る
っ
て
最
高
で
す
ね
一
練
習
は

ど
こ
で
「
中
里
村
テ
ニ
ス
協
会
は

毎
週
月
、
水
、
土
曜
日
に
田
沢
中

学
校
の
体
育
館
で
練
習
を
や
っ
て
『

い
ま
す
。
な
に
せ
学
校
解
放
を
利

用
し
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
テ

翰
羅
狗
＠
＠
0
＠
＠
②
＠
④
＠

・
テ
ニ
ス
を
は
じ

め
ま
し
た
一
恵
子
さ
ん
は
、
テ
ニ

ス
を
は
じ
め
る
前
に
も
、
仕
事
が
終

っ
て
か
ら
毎
日
四
キ
ロ
の
マ
ラ
ソ

ン
を
二
年
間
続
け
た
そ
う
で
す
。

テ
ニ
ス
を
は
じ
め
て
良
か
っ
た
こ

と
は
「
な
ん
と
い
っ
て
も
仲
間
が

で
き
た
こ
と
で
す
ね
。
い
ろ
ん
な

人
が
参
加
し
て
い
る
の
で
と
て
も

楽
し
い
で
す
∂

腕
前
の
方
は
ど
う
で
す
か
。
　
「
練

習
の
割
に
は
上
達
し
看
い
ん
で
す

ニ
ス
用
の
ラ
イ
ン
も
引
い
て
な
い

し
、
照
明
も
少
し
暗
く
て
困
っ
て

い
ま
す
一
参
加
者
は
「
夏
場
は
十

七
～
八
人
、
冬
場
は
十
人
く
ら
い

で
す
け
ど
若
い
人
の
参
加
が
少
な

い
ん
で
す
よ
。
気
軽
に
参
加
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
θ
こ
れ
か
ら
の
目

標
は
「
試
合
に
出
て
勝
つ
こ
と
よ

り
も
、
和
気
合
々
と
テ
ニ
ス
を
楽

し
み
た
い
一
と
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

停電のお知5せ
3月9日　午前12時一午後4時
　　　田沢本村の一部、如来寺、
　　　東田沢、豊里
3月10日　午前12時～午後4時
　　　倉俣、芋川、重地、清田山
　　　下山、田代。

療
内
籔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霞

購．

麟
懸
蟻
驚
語
醸
纂
曝
グ
瀦
響
讐

講
鑑
藝
饗
桑

濁
蕊
灘
φ
お
鮪
算
葱
欝
鷺

p
、
震
驚
羅
携
鳶
轟
騰
窮
簸
鍍
撚

」
噸
滋
嚇
菊
藻
登
籔
雛
凝
嚢
博
難

継
藤
毒
藩
鳳
薫
朔
鶉
畿
も
逡
チ

資
命
鞭
讐
鐙
灘
黛
駕
簸
孫
簸
灘
磯

肇領噂

受
樹
欝
蕪
糠
嫌
鍵
謬
、
・
「

紛
辮
瀬
竃
驚
嫡
糞
驚
毒
、

誉
貰
◎
夢
蔑
主
婁
τ
た
も
む
、

’
嚢
癒
＆
掬
登
“

療
肴
蟻
燕
難
璽
馨
塞
響
墾
嚢

撃
瑠
塗
撫
毒
董
嚢
嚇

雛
饗
繋
騨
、
鞭

燃
礁
善
幽
轟
・
節
難

、
、
黛
鞍
霜
鎌
鷺
縁
馬
、
次
め
嚢
瓢
を

磯
毒
、
蓼
魂
藍
望
癬
轟

豊
飛
寮
灘
饗
澱
轟
墨
紋
驚
繁
。
鱗
会

概
）
庵
畢
弊
驚
芝
肇
藤

礁
。
硬
灘
只
潜
鱒
．
W
瀞

「
5
身
罐
愚
還
、
、
　
疑

審
o
健
灘
繁
繍
薦
　
　
避

、
◎
成
纏
雛
盟
繋
　
　
驚
・
』
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灘肇縁灘瓢轟
　
「
昭
和
二
十

年
の
豪
雪
は
、

ひ
ど
か
っ
た
。

飯
山
線
が
十
二

月
か
ら
三
月
ま

で
不
通
」

　
去
る
一
月
二

十
五
日
、
総
合

セ
ン
ダ
ー
で
、

「
体
験
を
語
る
」

と
題
し
た
高
齢

者
講
座
が
開
か

れ
、
村
内
の
五

十
六
人
の
お
年

寄
り
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　
七
名
の
発
表

者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
自
分
の
体
験

を
、
と
き
こ
ま

涙
ぐ
み
な
が
ら

熱
心
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
桑
原
正
義
さ
ん
は
、
山
の
中
で

迷
っ
た
体
験
を
通
し
、
て
ナ
タ
と
ロ

ッ
プ
の
必
要
性
を
。

　
岡
村
鬼
一
さ
ん
は
、
過
去
二
十

六
年
間
の
中
で
得
た
家
庭
円
満
の

ひ
け
つ
を
。
　
「
H
体
験
を
話
し
て

や
る
こ
と
。
口
無
駄
口
は
慎
む

こ
と
。
日
孫
の
よ
き
相
談

相
手
に
な
る
こ
と
…
…
。
」

　
服
部
政
平
さ
ん
は
、
田

ん
ぼ
の
交
換
分
合
を
成
功

さ
せ
た
と
き
の
喜
び
を
。

　
大
口
弥
太
郎
さ
ん
は
、

昔
の
青
年
会
活
動
の
内
容

と
、
石
垣
の
修
復
を
や
っ

た
と
き
の
思
い
出
を
。

　
村
山
由
一
さ
ん
は
、
二
、

二
六
事
件
の
と
き
、
体
験
　
一

し
た
驚
き
を
嚢
調
で
．
一
　

　
樋
ロ
キ
イ
さ
ん
は
、
戦
　
麟

争
中
で
し
か
も
豪
雪
と
い
う
苦
し

み
を
通
し
て
平
和
を
願
う
心
を
。

　
桑
原
象
治
さ
ん
は
、
青
年
会
時

代
、
四
十
人
の
仲
間
と
上
越
線
清

水
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
を
見
学
に
行

っ
た
と
き
の
思
い
出
を
。
参
加
者

は
発
表
者
の
話
に
う
な
ず
き
な
が

ら
一
生
懸
命
聞
い
て
い
ま
し
た
。

勇’一一、・

つらい思い出も今は昔のことだけれども

令
◆
◎
◆
も
◆
も
◆
も
◆
亀
▼
◆
噺
◆
噺
◆
噺
◆
も
◆
噺
◆
も
◆
ら
・
◆
ら
◆
◆
◆
▲
▼
◆
噺
◆
も
◆
噺
◆
噺
◆
噺
◆
噸
◆
も
◆
亀
▼
◆
●
象
◆
◆
◆
今
◆
◆

　
　
ガ

！
嫌4～　　

粉

上
山

　
　
　
　
　
　
章

　
　
上
原
秋
江
さ
ん

　
　
「
独
身
の
と
き
と
違
っ
て
家
に

　
帰
る
の
が
待
ち
ど
お
し
い
で
す
ね
」

　
と
話
す
、
上
山
の
上
原
章
、
秋
江

　
さ
ん
夫
妻
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
二
人
の
知
り
合
っ
た
き
っ
か
け

　
は
、
章
さ
ん
が
秋
江
さ
ん
の
家
の

　
新
築
で
仕
事
を
し
た
こ
と
か
ら
で

　
す
。

　
　
日
曜
日
も
休
ま
な
い
で
仕
事
を

　
す
る
章
さ
ん
の
姿
を
見
て
「
な
ん

　
と
な
く
い
い
感
じ
が
し
ま
し
た
」

　
と
秋
江
さ
ん
が
話
せ
ば
「
何
回
か

　
顔
を
合
せ
る
内
に
、
こ
の
人
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

家
庭
を
し
っ
か
り
守
っ
て
く
れ
そ
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

う
な
感
じ
が
し
た
」
と
章
さ
ん
。
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

章
さ
ん
が
「
ア
キ
エ
」
と
呼
ぶ
の
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

に
対
し
秋
江
さ
ん
は
、
そ
ば
に
よ
”

っ
て
「
ネ
エ
」
と
甘
く
話
し
か
け
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

る
そ
う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
子
ど
も
は
三
人
ほ
し
い
と
い
う
ψ

二
人
ば
「
コ
セ
コ
セ
し
な
い
・
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
。
　
◆

ら
か
な
子
ど
も
に
育
て
た
し
」
ど
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

ん
な
家
庭
を
「
笑
い
の
た
え
な
い
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

楽
し
く
明
る
い
家
庭
。
」
　
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

　
中
里
村
に
望
む
こ
と
は
「
工
場
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

誘
致
を
進
め
、
若
い
人
の
働
き
場
“

所
が
も
っ
と
ほ
し
い
」
と
二
人
肩
“

を
寄
せ
合
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
φ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

乃
葬
1
を
臆
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
民
ス
キ
ー
教
室

　
「
ハ
イ
、
ヒ
ザ
を
曲
げ
て
」
「
ハ

イ
、
ヒ
ザ
を
伸
ば
す
」
　
「
ハ
イ
そ

う
い
う
感
じ
」
。
一
月
三
十
日
公
民

館
主
催
の
村
民
ス
キ
i
教
室
が
六

日
町
八
箇
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
、

大
人
十
人
、
子
ど
も
三
十
二
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
体
協
の
ス
キ
ー
部
の
人
た
ち
が

親
切
丁
寧
に
指
導
に
あ
た
っ
て
く

れ
、
参
加
者
た
ち
は
一
生
懸
命
滑

り
ま
し
た
。
そ
の
介
あ
っ
て
、
帰

り
ぎ
わ
に
は
、
随
分
き
れ
い
な
シ

ュ
プ
ー
ル
を
描
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　
こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
行
事
に
い

つ
も
労
を
惜
し
ま
ず
に
協
力
し
て

く
れ
る
体
協
の
皆
さ
ん
、
本
当
に

　鑛姦

・畷溝艦

繍
．撚

，
’寂

雛評

イヤー滑る一どいて一

ご
苦
労
様
で
し
た
。

◎
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

三
月
五
日
団
　
村
民
ポ
ー
ル
教
室

三
月
六
日
㈲
　
村
民
ス
キ
i
大
会

R3
　
上
越
新
幹
線
を
は

じ
め
と
す
る
高
速
交

通
体
型
に
対
応
し
、

村
民
と
来
村
者
の
交

通
利
用
の
便
を
図
る

た
め
に
湯
沢
駅
前
に

二
つ
の
村
営
駐
車
場

の
使
用
が
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。
　
つ
は

昨
年
の
十
月
よ
り
使

用
開
始
し
て
い
る
奥

信
越
広
域
駐
車
場

（
中
里
村
分
六
台
）

も
う
一
つ
は
、
こ
の

度
使
用
開
始
を
し
た

ル
ー
ト
三
五
三
広
域

観
光
駐
車
場
（
中
里
村
分
、
普

通
車
四
台
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
ニ
台

湯
沢
駅
に
向
っ
て
左
側
に
あ
り
ま

す
。
）
使
用
手
続
き
は
、
奥
信
越
広

域
駐
車
場
と
同
じ
で
す
。

叢
な
執
詳
し
い
盈
と
は
、
教

裏
無
馨
鷺
箋
驚
嘉
、

・
《
鰹
さ
い
o
融
　
．
嗜
　
‘
、
』
・
阜
誓
、

鄭
僅
健
ま
る
，
鷺
輪
．
灘
，
．

　
　
ホ
在
者
投
察

、
選
．
拳
入
難
幽
体
嚥
重
麓
お
障
害

の
あ
る
人
（
身
障
福
犠
法
第
図
柴

お
よ
び
、
載
傷
特
別
援
簑
法
業
轟

条
第
岬
項
該
，
当
者
〉
は
、
自
宅
で

投
票
、
用
紙
に
記
載
し
、
郵
送
に
よ

る
不
在
者
投
票
を
す
番
獅
噺
と
が
で

き
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
場
合
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
村
の
選
挙
管
理
委
貝
会

　
　
　
　
　
　
ヤ

委
貝
長
か
ら
郵
便
投
票
証
明
書
㊥

交
付
を
受
け
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
ず
。

　
詳
し
く
知
り
た
い
人
は
、
早
め

に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
間
い
合

せ
く
だ
さ
“
。

印
鑑
証
明
書
の
交
付

　
に
は
印
鑑
登
録
証
が

　
　
　
　
　
　
必
要
で
す

　
役
場
の
戸
籍
係
で
は
、
印
鑑
証

明
書
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
一

昨
年
の
十
一
月
か
ら
間
接
証
明
、
、

（
実
印
を
一
度
持
参
し
、
登
録
後

は
、
印
鑑
登
録
証
に
よ
り
交
付
）

に
切
り
替
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
だ
に
実
印
を
持
づ

て
（
登
録
済
み
）
証
明
書
の
交
付

を
申
請
さ
れ
る
人
が
い
ま
す
が
、

登
録
後
は
、
登
録
証
を
持
っ
て
こ

な
い
と
交
付
で
き
＊
せ
ん
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。


